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「建設企業ガイダンス及び建設業お試し体験会」の開催について 

 

１ 要旨・目的 

  社会資本の整備・維持管理の担い手であるとともに、災害時における地域の守り手でもある

建設業の人材の確保に向けて、県内の高校生等を対象に、各企業の業務の特徴や魅力を紹介す

るとともに、質疑応答を通じて業界に関する疑問の解消を図る。 

また、今年度からの新たな取組として、実際の業務を体験する機会を設けることにより、就

職先としての建設業への関心を効果的に高めつつ、仕事内容に対する理解を深め、早期離職の

原因となる就職のミスマッチを防ぐ。 

 

２ 現状・背景 

  就業者の高齢化や若者等の新規就業者が定着しないことなどから建設業の担い手不足が深刻

化している中、担い手の確保に向けて、若者を中心に建設業の認知度向上や理解促進を図って

いく必要がある。 

 

３ 概要 

 (１) 対象者 

    高校生、求職者等 

 (２) 事業内容（実施内容） 

ア 開催日時 

     令和８年１月 27日（火）10：00～16：00(時間は予定) 

   イ 場所 

     広島産業会館西展示館（広島市南区比治山本町 16-31） 

   ウ 参加予定団体（17団体） 

     (一社)広島県建設工業協会、広島県建設業協会連合会、(一社)広島県測量設計業協

会、建設産業専門団体中国地区連合会、広島県建設労働組合、広島建設青年交流会、広

島県生コンクリート工業組合、（一社）建設コンサルタンツ協会中国支部、中電工協力

会、（一社）広島県工務店協会、（一社）広島県造園建設業協会、広島県電気工事工業組

合、広島県安全施設業協同組合、（一社）広島県法面協会、（一社）日本塗装工業会広島

県支部、広島県左官業協同組合、広島職業能力開発促進センター 

   エ 開催内容 

（ア）建設企業ガイダンス 

      参加予定団体に所属する参加企業（24社を予定）ごとにブースを設置し、企業概要

や事業の内容、やりがい、働き方、今後の展望等を聞ける場を設け、各ブースに参加

者が訪問し、質疑応答を行う。 

   （イ）《新規事業》建設業お試し体験会 

      建設業の業種ごとに設置するブース（８ブースを予定）を参加者が訪問し、建設業

の仕事体験を行う。 

※ ハローワークの相談コーナーなどを設けることで、求人情報の提供をワンストップ

で実施 
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【主な出展予定業種及び内容】 

出展業種 出展予定の内容等 

土木工事業 「重機でＧＯ」ＶＲを使った重機操作体験 

とび・土工工事業 非破壊測定装置を使っての測定体験 

管工事業 
給水用配管（塩ビ管）の加工（配管の迂回接続体験） 

ねじ切機による配管加工（鋼管加工、締め付け、壁面取付け） 

電気工事業 配線ゲーム体験、電線接続体験（間接工法） 

電気通信工事業 
卓上ミニ電気通信設備の構築（ＬＡＮケーブル作成、光ケーブルの接

続、通信機器の設置） 

塗装工事 塗装体験（ローラー・刷毛を使っての塗装作業） 

 

 (３) スケジュール 

    － 

 (４) 予算（単県） 

    6,952千円 

 

４ その他（関連情報等） 

 (１) 周知方法 

   ア 教育委員会等を通じ、県内高校生等への参加を呼びかける。 

イ ハローワーク等を経由し、幅広い求職者への周知を行う。 

 (２) その他 

就職活動解禁前の高校生等については、建設企業の紹介、建設業の体験の場であり、 

求人活動とならないよう配慮する。 


